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長野県児童養護の基礎的研究 (1)
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1 慈善救済期 (明治元年～同29年)の児童養護の成立 と展開
(1) 国内の動向


























































































































表 4より収容者の状況についてみると,明治20年代の収容人員 (表- 3)と比較すると倍
以上に増加しているのがわかる｡これは明治33年 (1900)の増築を期に増加した ものであ















≡ ≡三三 三 六 ≡二五 二四
萎 恒 三/; 三 言言 三












































































この同院規程細則に よれば,収容対象児童は,長野県在籍者で満4歳以上の孤児 ･貢児 ･
棄児とされていた｡収容者は定食物被服寝具及 日用品等が無償給与され,入浴については夏











同院の常務職員は当時,書記 2名と保母 1名のわずか 3名であ り,施設の運営には相当の
労苦があったものと推察される｡










































































と併せて養護械能をもっとの観点から,盲教育施設の成立と展開についてとりあ げ て み た
い｡
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